
 

 

 

 

 

（様式保第７号） 

 

保証契約変更協議書  

    

 

令和 6 年 3 月 1 日 

 

独立行政法人農林漁業信用基金 殿 

 

                           （融資機関・支店長名）林業銀行本店 

                                          本店長 森林 一郎 

 

 

 

 下記保証契約変更については、調査したところ、事情止むを得ないものと認められますので、

承認下さるよう調査意見を添えて協議いたします。  

 

被 保 証 者 

住 所  東京都千代田区神田〇 -〇 -〇  

氏名 (名称 ) ○○林業株式会社  

貸付年月日、当座貸越契約締結日 

(※平成・令和の該当する元号に「〇」を付ける)  
平成・令和 31 年 4 月 1 日 保証番号  31 普 0001 

当初貸付金額 

又 は 極 度 額 

 

6,000,000 円  
現在貸付残高又  

は当座貸越残高  

 

1,250,000 円  

 

変 更 事 項 変 更 前 の 表 示 変 更 後 の 表 示 

期限延長  

 

 

弁済方法  

 

 

 

 

令和 6 年 3 月 31 日  

 

 

保証付貸付金残高 2,400,000 円に

対し、令和 4 年 4 月から毎月末日に

元金 50,000円宛弁済し、最終期日 (令

和 6 年 3 月 31 日 )に残額 1,250,000

円を一括弁済する。  

令和 7 年 3 月 31 日  

 

 

保証付貸付金残高 1,250,000 円に

対し、令和 6 年 4 月から毎月末日に

元金 50,000円宛弁済し、最終期日 (令

和 7 年 3 月 31 日 )に残額 700,000 円

を一括弁済する。  

調

査

意

見 

(記入例 ) 

当社の足元業況は、〇〇時点の試算表では売上高〇〇千円（前期比〇〇千円）、期間利益〇

〇千円（前期比〇〇千円）。  

製材価格の市況下落傾向もあるが、仕入れ価格値引き交渉及び販路見直しにより収益改善

に取り組んでいるところ。  

債務超過解消は〇年頃を見込んでおり、〇年〇月策定の経営改善計画に基づき他行と協調

して支援しているところであり、当行もメイン行として引き続き支援する。  

 

※記入ポイント① 契約変更後の償還開始月、毎月の償還日及び償還額の記入をお願いします。 

※記入ポイント② 最終期日及び最終償還額の記入をお願いします。 

記入例：〇印・青字箇所の記入漏れがないように御確認ください。また、弁済方法を変更する場合は、契約変更

後の表示(黄色マーカー部分)について、下記の記入ポイントに沿って記入をお願いします。 


